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戸籍王子数料が
変わります

PJI議(I'fJ)で伊綾子数料令的
改正カ'i-I織され、 5JH日から
持続目奇妙みなどの手数料が変わ

ります。くわしくは5月16日号

でお総らせします。
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滋
賀
庭
裁
縫
し
た
時
、
そ
の
然
一
一
一
位
で
為
っ
た
切

削
言
葉
は
撃
に
な
っ
た
り
、
義
一
管
制
時
ヶ
谷
、
一
一
雲
市
川
と
な
っ

駒
内
人
が
伎
み
つ
い
た
り
し
て
い
た
E

子
て
い
た
が
、
事
資
問
的
が
あ
つ
れ
~
た
め
ば

士
宮
在
日
以
一
養
毅
一
ニ
雪
返
す
で
会
〈
土
地
が
俊
か
っ
た
た
め
で

士
撃
を
か
ま
え
山
内
野
撃
的
中
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
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